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資源回復・漁場生産力強化事業(輪番)
指導マニュアル
２０１１年４月
ＮＰＯ法人　水産業・漁村活性化推進機構
110422
【 マニュアルの活用にあたって 】
・　　　このマニュアルは、東北地方太平洋沖地震及び津波の発生により被災した地域において、輪番休漁等の活用により漁業者グループが行う漁場のガレキ等の撤去に資することを目的として、事業実施者が円滑に事業を推進できるように、事業内容の解説や必要な文書例、実施方法のモデル等を収録したものです。
· 　本指導マニュアルは、漁業者等地域活動事業における「計画申請・取組編」、「報告・精算編」の２編から構成されています。

・　　　別途定める「資源回復・漁場生産力強化事業実施要領（ＮＰＯ）」をはじめ、関係規程類と併せて本資料をご活用することをお勧めします。

・　　　本資料に収録した文書例や図表類は、あくまでも参考例であり、実施要領などの関係法令、規程類の範囲内での事業実施者の任意の判断や文書の作成等を排除するものではありません。
·  　本資料は、必要に応じ追加・修正等を行います。
· 申請・精算には、電子データ版『申請 様式データ（23年度）』 『精算 様式データ（23年度）』（エクセルデータ）＊を合わせてご利用ください。
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·  人件費・船舶借料等の助成対象経費の詳細については、『資源回復・漁場生産力強化事業実施要領（NPO）』の漁業者等地域活動事業に係わる経費の別表１、及び付表を参照してください。
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計画申請・取組編
目　次
1． 漁業者等のグループ化について　　 　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P．５
2． 「資源回復・漁場生産力向上」の取組内容について　 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．９
3． 申請に必要な書類について　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．11
4． 申請書類の作成例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P．13
5． 指導・監視業務について　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P．27
6． 取組時に作成する書類について　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P．31
１．
漁業者等のグループ化について　
1． 漁業者等のグループ化について
（１）　申請タイプとその要件
漁業者グループが行う地域活動の取組の要件は、「省エネタイプ」、「生産力向上タイプ」、「地域住民参加雇用創出タイプ」の３つのタイプがありますが、「省エネタイプ」は、被災地を対象とした活動に見合わないため、本マニュアルではとりあげません。下記、２つのタイプから、１つを選んで取組を実施することになります。
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＊：　漁場生産力の３％以上向上について
たとえば、海岸２．３㎞で取組を行う場合、約100ｍ以上（２．３㎞の３％以上）において、ガレキ撤去を実行する等。
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（２）　漁業者グループについて
本事業における「漁業者グループ」のグループを構成するものとは、「動力漁船を使用する漁業
者（漁船漁業を営む者）及び漁業従事者（乗組員）」と「養殖業者（養殖業従事者を含む）」
を言い、これ以外の者は、漁業者グループの構成員になれません。
（３）　漁業者以外の者について
「漁業者以外の者」とは、（３）の「漁業者グループ」以外の者を指し、
地域住民の他、漁業者グループの家族なども対象となります。
なお、中学生以下は対象となりません。

（４）グループの名称が必要です
所属する漁協（支所）や主とする漁場、海域や住居地域等がわかるように
グループの名称を設定してください。
（５）文書による取り決めが必要です（協定書）＊1
必ず、参加する漁業者グループ構成員全員の同意を得て協定内容を取り決め、それらを盛り込んだ「協定書」を作成し締結します。協定書には、全員の記名・捺印（又は本人直筆のサイン）が必要です。＊2
＊1：協定書の書き方は、【Ｐ．１９、２０】を参照してください。
＊2：漁業者以外の者は協定を結ぶ必要はありませんが、「参加者リスト」を作成し、協定書に別途添付する必要があります。【Ｐ．２１】を参照してください。
≪活動グループの構成イメージ≫
取組グループの構成は、１漁協でグループを組む他、取組地域の海岸を利用する複数の漁協で１つのグループを組むことも可能です。取組グループの構成イメージは下図の通りです。
例１○○漁業者グループの場合
[image: image26.emf]取組期間

グループ名

水漁機構

管理番号

L-○○

都道府県名

№

燃油代 C

うち

消費税

うち

助成費 D Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝Ｅ Ａ＋Ｂ＋Ｄ＝Ｆ

1 Ａ班 868,000 294,000 32,409 1,543 15,433 1,194,409 1,177,433

2 Ｂ班 868,000 294,000 19,985 953 9,516 1,181,985 1,171,516

3 Ｃ班 731,600 252,000 22,011 1,049 10,481 1,005,611 994,081

4

5

6

7

8

9

10

2,467,600 840,000 74,405 3,545 35,430 3,382,005 3,343,030

３．グループの全体の取組経費

事業費 うち助成費

かかった経費

うち

消費税

うち

助成費 合計 合計

6,600,000 314,285 3,142,857 6,600,000 3,142,857

800,000 38,095 380,952 800,000 380,952

0 0 0 0 0

26,000 1,238 12,381 26,000 12,381 ○　円未満の端数は切り捨て

36,000 1,714 17,143 36,000 17,143

0 0 0 0 0

7,462,000 355,332 3,553,333 7,462,000 3,553,333

合計

１／２助成費

助成支払経費

種苗購入費

廃棄物処理費

その他

班合計

事業費

うち助成費

資材費

雑費

２．資材費等支払経費分



定額助成費

１．グループ全体及び班別支払費分

○○漁業者グループ

燃　料　代

１／２助成費

活動経費支払明細書②（班及びグループ全体の精算）　例

10,844,005

6,896,363

賃借料

事業費合計 うち助成費合計

班名

人件費 A 船舶借料 B

２０１１/○/○　～　２００○/○/○

[image: image27.emf]代表者・責任者
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漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

漁

船

登

録

番

号

20

G H

H23年

日



　5/1

　～

　7/31



4,140



45

13,260,000



小計



900



92



20



13,260,000 3



（　　　　　　　　

　A　　

　　　　）班平均



20



海岸清掃



92



㍑



20

日 ㍑ 日



（構成員名）

日 日 日 日

Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

㍑ 日

J K L

人

A

B C D E F

その

他の

休漁

計

合計

取組

の実

施日

数

取組

の実

施人

数

I

備考

取組全

体の期

間

区分 取組の内容 過去の実績

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番

等休

漁

本取組

期間中

の燃油

削減見

込量

出

漁

日

数

休漁日数

別紙個表

　グループ構成 取組の

実施内容

取組にかかる経費の積算

タイプ

別取組

目標

実施内容

参考



20



92 20



20



92 20



20



92 20



久 慈　　良

金　山　　勝　雄

磐　城　　安　子

・

・

・



鈴　木　　平　政

労務費

@12,400×900人日＝11,160,000円



用船料

@21,000×100日隻＝2,100,000円

・

・



目標数値（％）を記載

Ｇ欄には取組期間全体の

日数を記載


[image: image28.emf]［　生産力向上タイプ・　地域住民参加・雇用創出タイプ　］　（該当要件に○を記入）

１．地域及び漁業の概要

本グループの活動拠点は○○県□□町であり、所属する△△漁業協同組合は、正組合員○○名、準組合員○○名で構成されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主な漁業種類は一本釣り漁業、刺し網漁業、採貝藻漁業である。

２．漁場等の状況及び問題点

本グループが利用する漁場は平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋地震とそれに伴う津波によって壊滅的な被害を被り、漁場を早期に復旧させることが

不可欠かつ緊急的な課題となっている。

３．期待される効果及びその根拠

本グループの活動は、有害な堆積物または不要なガレキ等と使用可能な漁具等の分別処理を行いながら海岸清掃を実施する。本活動では約２．３Kmの海岸線を漁業者○○名

漁業者以外の者○○名で清掃する予定である。なお、ガレキの処理費は、別途予算にて処理するので発生しない。

４．活動計画の具体的内容

海岸清掃

５．その他参考事項

漁

船

登

録

番

号

実施内容

休漁日数

合計

別紙

漁業者等地域活動計画認定申請書

漁業者グループ名

海坂地区漁業者グループ

グループ構成

漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

タイプ

別取組

目標

出

漁

日

数

参考

備考

取組全体

の期間

区分 取組の内容

過去の実績

本取

組期

間中

の燃

油削

減見

込量

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番等

休漁

そ

の

他

の

休

漁

計

取組の

実施日

数

取組の

実施人

数

取組の

実施内容

取組にかかる経費の積算

A

B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

（代表者名）



日 日 日 日 日 日 日 人



日 ㍑ ㍑ ㍑



労務費

@12,400×1,200人日＝14,880,000円



藤 原 秀 基



（構成） H23年



労務費（漁業者以外）

@12,400×800人日＝9,920,000円



92 10 50



Ａ班



10



Ｂ班 　５/１



10



92 10 50

用船料

@21,000×100日隻＝2,100,000円



30



Ｃ班



50



Ｄ班 　～



10



92 10 20



班



班 　７/31



班



班



班



合計



1,200



11,040



120



26,900,000 円

80



（

内助成費

　　　　　　

26,900,000

円

）

Ｌ-○○



別紙個表の平均値を転記

別紙個表の合計値を転記

上段：事業費

下段：助成費

漁業者以外の参加者数を記載

漁業者以外のみで構成さ

れる班は空欄でよい


[image: image29.emf]代表者・責任者
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別紙個表

　グループ構成

実施内容

参考

備考

漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

漁

船

登

録

番

号

取組全

体の期

間

区分 取組の内容 過去の実績

本取組

期間中

の燃油

削減見

込量

出

漁

日

数

休漁日数

合計

取組

の実

施日

数

取組

の実

施人

数

取組の

実施内容

取組にかかる経費の積算

タイプ別取

組目標

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番

等休

漁

その

他の

休漁

計

A

B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

（構成員名）

日 日 日 日 日 日 日 人 日 ㍑ ㍑ ㍑

藤　原　　秀　基



10



92 10



海岸清掃



労務費

@12,400×500人日＝6,200,000円



石　川　　元



10



92 10



野　口　　英　作



10



92 10



山　田　　都



10



92 10



労務費（漁業者以外）

@12,400×300人日＝3,720,000円

・ H23年



・



用船料

@21,000×100日隻＝2,100,000円

・ 　5/1



・



・ 　～



　7/31



（　　　　　　　　

　B　

　　　　）班平均



10



92



50



12,020,000 30



10



小計



500



4,600

漁業者以外

30人×10日＝延

べ300人日参加

12,020,000



漁業者以外の参加者数を記載

Ｇ欄には取組期間全体の

日数を記載

漁業者と漁業者以外を

分けて記載


例２△△漁業者グループの場合

[image: image30.emf]［　生産力向上タイプ・　地域住民参加・雇用創出タイプ　］　（該当要件に○を記入）

１．地域及び漁業の概要

本グループの活動拠点は○○県□□町であり、所属する△△漁業協同組合は、正組合員○○名、準組合員○○名で構成されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主な漁業種類は一本釣り漁業、刺し網漁業、採貝藻漁業である。

２．漁場等の状況及び問題点

本グループが利用する漁場は平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋地震とそれに伴う津波によって壊滅的な被害を被り、漁場を早期に復旧させることが

不可欠かつ緊急的な課題となっている。

３．期待される効果及びその根拠

本グループの活動は、有害な堆積物または不要なガレキ等と使用可能な漁具等の分別処理を行いながら海岸清掃を実施する。海岸線は約２．３Kmあり、本活動ではその

３％以上（約１００ｍ以上）を実施する予定である。なお、ガレキの処理費は、別途予算にて処理するので発生しない。

４．活動計画の具体的内容

海岸清掃

５．その他参考事項

ト

ン

数

漁

船

登

録

番

号

漁

船

名

漁業者グループ名

海坂地区漁業者グループ

実施内容

取組全体

の期間

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

出

漁

日

数

別紙

漁業者等地域活動計画認定申請書

区分 取組の内容

過去の実績

本取

組期

間中

の燃

油削

減見

込量

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

グループ構成

漁

業

種

類

A

㍑

Ｎ Ｏ Ｐ J K L Ｍ C D E F G

㍑

H I

日 日

B

取組の

実施内容

取組にかかる経費の積算

タイプ

別取組

目標

休漁日数

合計

取組の

実施日

数

取組の

実施人

数

輪番等

休漁

そ

の

他

の

休

漁

計

人



日 ㍑ 日 日 日 日 日

鈴 木 平 政



（代表者名）



労務費

@12,400×2,000人日＝24,800,000円



Ａ班



（構成） H23年



　７/31



92 20 30 　５/１



20

92



班



班



班



Ｌ-○○

2,000



参考

備考

Ｃ班

　～



Ｂ班

20 45 3



3



班

班



20



92

20 20 25



用船料

@21,000×100日隻＝2,100,000円



合計



班



3



26,900,000 円



（

内助成費

　　　　　

26,900,000 

円

）

9,200



100



3



別紙個表の平均値を転記

別紙個表の合計値を転記

上段：事業費

下段：助成費

目標数値（％）を記載
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4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

3 2 3 3 1 2 2 1 3 3

　備　考：　

資源回復・漁場生産力強化事業　　輪番活動実績表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　班）　　　　　No.

（　　　　　　　　　　　　　　○　○　地　　区　　　　　　　　　　）　漁業者グループ

L　-　○○



№

班の構成員(氏名）

取組参加

者

の区分

５／１０ ５／１２ ５／１６ ５／２０ ５／２５ ５／３０ ６／２ ６／６ ／ ／

取組日（計） 用船数（計）

火 木 月 金 木 月 木 月



1 ○　○　　○　○

Ｇ

船 船 船 船 船 船 船 船 船 船



2 △　△　　△　△

Ｇ

船 船 船 船 船 船 船 船 船 船



3 □　□　　□　□

Ｇ

船 船 船 船 船 船 船 船 船 船



船 船 船 船 船 船 船 船 船 船



船 船 船 船 船 船 船 船 船



船



船 船 船

船

船 船 船 船 船 船 船

船 船 船 船 船



船 船



船 船 船 船 船

船

船 船 船 船 船



船 船 船 船 船 船 船 船 船



船



船 船 船 船

船

船 船 船 船 船 船

船 船 船 船 船



船 船



合計



2



船



船

船


２．
「資源回復・漁場生産力向上」の取組内容について　　
2． 「資源回復・漁場生産力向上」の取組内容について
「資源回復・漁場生産力向上の取組」の具体的な内容は以下の通りです。

具体的な内容に当てはまるかどうかの判断に迷う場合は、計画策定前に「NPO法人　水漁機構」と協議してください（別途、「水産庁長官が認める取組み」として手続きが必要になる場合があります）。
[image: image32.emf]１．活動計画に基づく取組の実施内容

海岸清掃

２．その他参考事項

本取組活動では、海岸線約○○kmにわたってガレキを撤去した。

漁

船

登

録

番

号

実施内容

休漁日数

合計

別紙

漁業者等地域活動実施報告書

漁業者グループ名

海坂地区漁業者グループ　　　　　　　　

水漁機構管理番号 Ｌ-　○○

グループ構成

漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

タイプ

別取組

目標

出

漁

日

数

参考

備考

取組全体

の期間

区分 取組の内容

過去の実績

本取

組期

間中

の燃

油削

減量

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番等

休漁

そ

の

他

の

休

漁

計

取組の

実施日

数

取組の

実施人

数

取組の

実施内容

取組にかかった経費の積算

A

B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

（代表者名）



日 日 日 日 日 日 日 人



日 ㍑ ㍑ ㍑



労務費

@12,400×1,597人日＝19,802,800円



鈴 木 平 政



（構成） H23年



労務費

@6,200×5人日＝31,000円



92 18.0 40 3



Ａ班



18.0



Ｂ班 　５/１



18.0



92 18.0 27

用船料

@21,000×90日隻＝1,890,000円



92 18.0 22

3



Ｃ班



18.0



3



班 　～



班



班 　７/31



班



班



班



合計



1,602



9,200



89



21,723,800 円

3



（

内助成費

　　　　　

21,723,800 

円

）



〔記載要領及び添付書類等について：裏面参照〕

別紙個表の実績（平均値）を転記

別紙個表の実績（合計値）を転記

上段：事業費の実績

下段：助成費の実績

実績の数値（％）を記載


３．
申請に必要な書類について
3． 申請に必要な書類

地域活動計画の申請には、下記の書類が必要です。＊1
	申請書類一覧
	生産力向上タイプ
	地域住民参加・雇用創出タイプ
	作成例

	(1) 別記様式第8号（別表含む）＊2
	○
	○
	Ｐ13,14

	(2) 別記様式第8号別紙（総括表＋個表）＊3
	○
	○
	Ｐ．1５～

	(3) 漁業者グループ間で締結した協定書（写し）
	○
	○
	Ｐ19,20

	(4) 「漁業者以外の者」の参加者リスト
	―
	○
	Ｐ．21

	(5) 漁業者であることを証明する書類
	○
	○
	Ｐ．22

	(6) 監視体制図
	○
	○
	Ｐ．2３

	(7) 活動カレンダー（地域活動の実施計画）
	○
	○
	Ｐ．2４


＊1：各書類の作成例（Ｐ．１３　～）を参照の上、作成してください。水漁機構のひな型等もご活用ください。
＊2：別表については、Ｐ．１４の作成例とＰ．２８の「取組の実施状況の管理」に係る経費を参照してください。

＊3：(イ)
別記様式第8号別紙は、総括表と個表のセットです。
[image: image33.emf]代表者・責任者

円

（ 円）

別紙個表

　グループ構成

実施内容

参考

備考

漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

漁

船

登

録

番

号

取組全

体の期

間

区分 取組の内容 過去の実績

本取組

期間中

の燃油

削減量

出

漁

日

数

休漁日数

合計

取組

の実

施日

数

取組

の実

施人

数

取組の

実施内容

取組にかかった経費の積算

タイプ

別取組

目標

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番

等休

漁

その

他の

休漁

計

A

B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

（構成員名）

日 日 日 日 日 日 日 人 日 ㍑ ㍑ ㍑

鈴　木　　平　政



20



92 20



海岸清掃



労務費

@12,400×718人日＝8,903,200円



久 慈　　良



18



92 18



金　山　　勝　雄



19



92 19



磐　城　　安　子



15



92 15



労務費

@6,200×2人日＝12,400円

・ H23年



・



用船料

@21,000×90日隻＝1,890,000円

・ 　5/1



・



・ 　～



　7/31



（　　　　　　　　

　A　　

　　　　）班平均



18.0



92 18.0



10,805,600 3



小計



720



3,680



40

10,805,600



実績の日数を記載

実績の数値（％）を記載

平均値は小数点以下第一位

で四捨五入してください


[image: image34.emf]１．活動計画に基づく取組の実施内容

海岸清掃

２．その他参考事項

本取組活動では、海岸線約○○kmにわたってガレキを撤去した。

漁

船

登

録

番

号

実施内容

休漁日数

合計

別紙

漁業者等地域活動実施報告書

漁業者グループ名

海坂地区漁業者グループ　　　　　　　　

水漁機構管理番号 Ｌ-　○○

グループ構成

漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

タイプ

別取組

目標

出

漁

日

数

参考

備考

取組全体

の期間

区分 取組の内容

過去の実績

本取

組期

間中

の燃

油削

減量

出

漁

日

数

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番等

休漁

そ

の

他

の

休

漁

計

取組の

実施日

数

取組の

実施人

数

取組の

実施内容

取組にかかった経費の積算

A

B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

（代表者名）



日 日 日 日 日 日 日 人



日 ㍑ ㍑ ㍑



労務費（漁業者）

@12,400×917人日＝11,370,800円



藤 原 秀 基



（構成） H23年



労務費（漁業者以外）

@12,400×621人日＝7,700,400円



92 9.0 45



Ａ班



9.0



Ｂ班 　５/１



8.0



92 8.0 40



24



Ｃ班



45



Ｄ班 　～



9.0



92 9.0 18



班



班 　７/31



班



班



班



合計



927



9,476



103



21,233,200 円

69



（

内助成費

　　　　　　

21,233,200

円

）



〔記載要領及び添付書類等について：裏面参照〕

労務費（漁業者）

@6,200×10人日＝62,000円

用船料

@21,000×100日隻＝2,100,000円

別紙個表の実績（平均値）を転記

別紙個表の実績（合計値）を転記

上段：事業費の実績

下段：助成費の実績

漁業者以外の参加者（実績）数を記載


４．
申請書類の作成例　　
(ア)
別記様式第8号

【作成例】
別記様式第８号
漁業者等地域活動計画認定申請書
漁業者等地域活動事業実施計画承認申請書
漁業者等地域活動事業助成金交付申請書
番　　　号
年　月　日
　特定非営利活動法人　水産業・漁村活性化推進機構
　　　　　　　　　　　　　 理事長　長屋信博　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○漁業協同組合（連合会）
代表者氏名　　　　　　　　　　○ 
　下記１から４のとおり漁業者等地域活動計画及び漁業者等地域活動事業実施計画を策定したので、資源回復・漁場生産力強化事業実施要領（平成２１年４月１日付け２０水漁第２７４９号水産庁長官通知）第３の２の（１）のア及び（２）のアの規定に基づき申請する。
　なお、承認のうえは、下記５、６のとおり同実施要領第３の２の（４）のイの（ア）の規定に基づき、漁業者等地域活動事業助成金の交付を申請する。
記
１．目的
　　組織された漁業者グループが計画的に輪番制休漁等を実施し、休漁時には資源回復・漁場生産力向上のための活動を行い、持続的な漁業生産を確保していくことを目的とする。
[image: image35.emf]代表者・責任者

円

（ 円）

労務費（漁業者）

@6,200×2人日＝12,400円

労務費（漁業者以外）

@12,400×216人日＝2,678,400円



別紙個表

　グループ構成

実施内容

参考

備考

漁

業

種

類

漁

船

名

ト

ン

数

漁

船

登

録

番

号

取組全

体の期

間

区分 取組の内容 過去の実績

燃

油

消

費

量

１日

あた

り燃

油消

費量

公

休

輪番

等休

漁

本取組

期間中

の燃油

削減量

出

漁

日

数

休漁日数

合計

取組

の実

施日

数

取組

の実

施人

数

取組の

実施内容

取組にかかった経費の積算

タイプ別取

組目標

出

漁

日

数

その

他の

休漁

計

A

B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

（構成員名）

日 日 日 日 日 日 日 人 日 ㍑ ㍑ ㍑

藤　原　　秀　基



10



92 10



海岸清掃



労務費（漁業者）

@12,400×318人日＝3,943,200円

漁業者以外



石　川　　元



5



92 5



野　口　　英　作



8



92 8



24人×9日＝延

べ216人日参加

山　田　　都



9



92 9



・ H23年



・



用船料

@21,000×80日隻＝1,680,000円

・ 　5/1



・



・ 　～



　7/31



（　　　　　　　　

　B　

　　　　）班平均



8.0



92 8.0



8,314,000 24



小計



320



4,600



40

8,314,000



漁業者以外の参加者（実績）数を記載

実績の日数を記載

平均値は小数点以下第一位

で四捨五入してください

２．事業計画
（１）漁業者等地域活動計画
　　別紙のとおり（２グループ）
1 ○○漁業者グループ

2 ○○漁業者グループ

（２）実施状況の管理計画  （単位：円)
	実施時期
	実施内容
	実施にかかる経費の積算
	備考

	2011年○月○日
　～○月○日

	(1)の取組に係わる指導、監視、報告等
	○,○○○, ○○○
（内訳は別表のとおり）
	


３．経費の配分計画
	経費区分
	事業に要する経費
	助成金の額
	備考

	２の(1)に係る経費
２の(2)に係る経費
	○○○,○○○, ○○○
○,○○○, ○○○
	○○○,○○○, ○○○
○,○○○, ○○○
	

	    合　　計
	○○○,○○○, ○○○
	○○○,○○○, ○○○
	


４．その他
５．助成金の額
	項　目
	必要な助成金の額
	概算払
	備考

	[image: image36.emf]     
合　　計

	○○○,○○○, ○○○
	有・無

	


　※概算払有りに○をした場合には、備考欄に予定時期と理由を記載すること。
６．振込先
【作成例】
別表： 実施状況の管理にかかわる経費の積算
1 ○○漁業者グループ

        　　　                   （単位：円)
	項　　目
	積　　算
	合　　計

	賃　　　金
旅　　　費
写　真　代
印　刷　代
賃　借　料
雑　　　費
通信運搬費

	 （12,400×監視日×○人）＋ (・・・・・)

交通費
 使い捨てカメラ＠○○○×○○個、現像代○○○
 プリンターインク代＠○○○×○○個
 レンタカー料金
 振込手数料○, ○○○、保険料○, ○○○
 宅配便代＠○○○×○○個
           
	○○○, ○○○
○, ○○○
○○○
○, ○○○
○○○, ○○○
○, ○○○
○○, ○○○


	合　　計
	
	○○○, ○○○


2 ○○漁業者グループ
	項　　目
	積　　算
	合　　計

	賃　　　金
旅　　　費
写　真　代
印　刷　代
賃　借　料
雑　　　費
通信運搬費

	 (12,400×監視日×○人)　＋ (・・・・・)
 交通費
 使い捨てカメラ＠○○○×○○個、現像代○○○
 プリンターインク代＠○○○×○○個
 レンタカー料金
 振込手数料○, ○○○、保険料○, ○○○
 宅配便代＠○○○×○○個
           
	○○○, ○○○
○, ○○○
○○○
○, ○○○
○○○, ○○○
○, ○○○
○○, ○○○


	合　　計
	
	○○○, ○○○


	総　合　計
	①＋②
	○,○○○, ○○○



(イ) 別記様式第8号別紙（総括表、個表）
【作成例】

[image: image1]
【作成例】

[image: image2]
【作成例】
[image: image3]
【作成例】

[image: image4]
 (ウ)
漁業者グループ間で締結した協定書（写し）

【作成例】

　
例１

　　


	別紙１　　　　　　　　　　　　　○○漁業者グループ協定書　名簿

	
	氏　名
	備　考

	1
	輪番　太郎　　　　　　　　　　　印＊
	代表者

	2
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
	

	3
	印
	

	・
	印
	

	・
	印
	


＊：直筆のサイン可。
協定書とは別途、漁業者を証明する書類を添付してください。（Ｐ．22参照）

【作成例】

例２

　　



	別紙１　　　　　　　　　　　　　　　　　○○漁業者グループ協定書　名簿

	
	氏　名
	備　考

	1
	輪番 　次郎　　　　　　　　 印＊
	代表者

	2
	・・・・・・　　　　　　　　　　　　印
	

	3
	・・・・・・                印
	

	4
	・・・・・・                印
	


＊：直筆のサイン可。
協定書とは別途、漁業者を証明する書類を添付してください。（Ｐ．22参照）


 (エ)
「漁業者以外の者」の参加者リスト

【作成例】
別紙２

〈　○○漁業者グループ / 漁業者以外の者の参加者リスト　　「申請用」  〉
○漁業者グループが実施する資源回復や漁場生産力向上に寄与する取組に参加する「漁業者以外の者」の参加者は、下記の「○○漁業者グループ / 漁業者以外の者の参加者リスト「申請用」」に記載した○○人である。
	№
	参加者
氏名
	性　別

	生年月日

	連絡先住所等（電話番号）
	備考

	1
	山田　しじみ
	男･女
	大・昭・平　　　年　　月　　日
	○○○-○○○○ 

○○県○○市○○-○○-○-○
	漁業者、山田しじみの妻

	2
	山田　浜夫
	
男･女


	・・・・・・・
	０９０－××××－●●●●
	№01の次男

	3
	・・・・・・・・
	
	
	
	

	4
	・・・・・・・・
	
	
	
	

	5
	・・・・・・・・
	
	
	
	

	計
	○○人
	
	
	
	



 (オ)
漁業者であることを証明する書類

漁業者は、「漁業者であることを証明する書類」の提出が必要です。

漁業者とは、「動力漁船を使用する漁業者（漁船漁業を営む者）及び漁業従事者（乗組員）」と

「養殖業者（養殖業従事者を含む）」が含まれます。
【作成例】

漁業者であることの証明

○○漁業者グループの「資源回復・漁場生産力強化の取組に関する協定書」別紙名簿に記載の構成員は、漁業者であることを証明します。

平成○○年○月○日

○○漁業協同組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合長　○○　○○　 eq \o\ac(○,印)＊

 (カ)
監視体制図

【作成例】

地域活動計画の申請時には、「監視体制図」を提出する必要があります。
下記に一例を示します。
[image: image5.emf]
　
【作成例】

(キ)
活動カレンダー（地域活動の実施計画）

例１　

	月　　 日
	曜日
	Ａ　班
	Ｇ
	Ｂ班
	Ｇ
	Ｃ　班
	Ｇ

	○月１日
	月
	＊
	
	
	
	
	

	○月２日
	火
	
	
	
	
	
	

	○月３日
	水
	
	
	輪休１
海岸清掃
	15
	輪休１
海岸清掃
	30



	○月４日
	木
	輪休１

海底清掃
	20
	
	
	
	

	○月５日
	金
	輪休２

海底清掃
	20
	
	
	
	

	○月６日
	土
	公休
	
	公休
	
	公休
	

	○月７日
	日
	
	
	
	
	輪休２
海岸清掃
	30

	
	
	
	
	
	
	

	参加人数の合計
	
	40
	
	15
	
	60






例２　

	月日
	曜日
	Ａ班
	G
	Ｂ班
	G
	O
	Ｃ班
	O

	○月１日
	月
	輪休１
海底清掃
	50
	
	30
	10
	輪休１　＃
海岸清掃
	20

	○月２日
	火
	
	
	
	
	
	
	

	○月３日
	水
	
	
	
	
	
	
	

	○月４日
	木
	
	
	
	
	
	
	
	

	○月５日
	金
	
	
	
	
	
	
	

	○月６日
	土
	公休
	
	公休
	
	
	
	

	○月７日
	日
	輪休２
海面清掃
	50
	輪休１
海岸清掃
	30
	10
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	参加人数の合計
	100
	
	60
	20
	
	20


＃：「漁業者以外の者」だけで構成される班は、
「漁業者」で構成される班の取組日に合わせて
取組を実施する必要があります。
（漁業者グループは２班以上の構成を組む必要があります）。
【 ﾒ ﾓ 】

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

５．指導・監視業務について

５．指導・監視業務について
（１）　「取組活動の実施状況の管理」に係る指導・監視

漁連等事業実施者（漁連、漁協等）は、以下の「現地確認事項の内容」について、指導・監視を行わなければなりません。ただし、事業実施者の指示に基づき、漁業者以外の第３者（漁業関係団体職員、漁連ＯＢ、水産試験場ＯＢ、漁業者ＯＢ等）に指導・監視を行わせることができます。その場合、漁連等と指導・監視員との間で、「業務委託書」＊等の取り決めを締結する必要があります。
＊：「業務委託書」例をＰ．２９に示します。



（２）　「取組の実施状況の管理」に係わる経費について
1 　人件費の助成額について

　　　指導・監視業務にかかる経費は、実施要領別表２付表に基づき、定額で支給されます。　なお、助成対象経費のうち、人件費の助成額については、取組時間にかかわらず１回の取組の指導・監視につき１２，４００円とします。
②　経費の積算（計画）について

　　　　　「別記様式第８号」の「別表」作成例ｐ．12を参考に積算して下さい。各項目につい
てその他必要な経費がある場合は、追加記入して下さい。

③　経費の実績管理について

経費の実績は、取組１グループごとに集計して下さい。

なお、管理に係る実績のとりまとめにあたっては、項目ごとに領収書等証憑書類を整備しておいて下さい。

【作成例】
資源回復・漁場生産力強化事業「指導・監視員」業務委託書　
　○○県漁業協同組合連合会（事業実施者。以下　「甲」という）は、○○　○○（以下「乙」という。）に対し、漁業者等グループが行う漁業者地域活動計画に基づく取組の指導・監視業務を委託することとし、その内容は下記のとおりとする。
記

1． 委託期間

平成23年○○月○○日から平成23年○○月○○日まで

2． 指導・監視員雇用賃金
４の業務を行った日につき日額１２，４００円

3． 指導・監視員の職務

乙は、資源回復・漁場生産力強化事業の漁業者地域活動計画に基づくガレキ撤去の取組が確実に実施されるよう指導・監視するなど実施状況の管理を行う。

4． 指導・監視員の業務内容

乙は、輪番制休漁等中の漁業者グループが行う漁業者地域活動計画に基づく漁場生産力

向上の取組について、実施状況の管理を行うため次の作業を実施し、甲に報告する。
（1） 取組の現地確認。

（2） 取組状況の記録として、実施前、実施中、実施後の写真撮影を行う。

（3） 確認書の作成

（4） その他、取組に関連する事務作業

5． その他
乙は業務内容等に疑義が生じたときは、都度甲に確認し指示を受けるものとする。

　　　　平成○○年○○月○○日

甲　　　　　   ○○県○○市○-○-○

○○漁業協同組合連合会

代表理事会長　　○○　○○　印

乙　　　　　   ○○県○○郡○○町○-○-○

　　○○　○○　印

６．取組時に作成する書類について

【作成例】
別記様式第２０号
確認書
	現地確認日
	平成23年　●月　　●日
	

	現地確認者
	所属：●●漁協
氏名： 水産　太郎        　　　　　　　　　　　　　　
　印

　　　
	

	現地確認立会人
(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)
	氏名 :  資源　向一郎       　　　　　　　　　　　　　　　印
                                                         
                                       
	


　　　下記のとおり相違ないことを確認しました。
記
１．漁業者グループ
	
	漁業者グループ名
	●●漁業者グループ（L－●●）
	

	
	班名
	１班（１回）
	

	
	責任者名
（チームリーダー）
	資源　向一郎
	


２．漁業者等地域活動（資源回復・漁場生産力向上に関する取組）
	
	 確認する事項
	 適　否
	 備　　考
	

	
	取組参加者の集合確認
用船数の確認
取組内容の確認
取組時間の確認
	適／否

適／否
適／否

	　●人
（漁業者　●人　漁業者以外　●人）
（欠席者　●人
　船舶　　●隻　使用
（海岸 / 海底 / 海面）清掃
（８・４時間）
	


3． その他参考事項

○○○○・・・・

　取組の実施状況を確認した写真
	
	
[image: image6]
	


【作成例】

 【 写真台帳 】
●●漁業者グループ　（　●●　班）（水漁機構管理番号L－●●　）
	実施　前
日時：平成23年●月●日

７:００（AM/PM）
場所：●●海岸
備考：集合
	[image: image7.emf]






	実施　後
日時：平成23年●月●日

17:00（AM/PM）
場所：●●漁協前
備考：成果物
	[image: image8.emf]




活動実績表

【作成例】

[image: image9]
【 ﾒ ﾓ 】

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

報告・精算編
目　次
1． 報告・精算時に必要な提出書類について・・・・・・・・・・・・・・・・・　P．37
2． 精算書類の作成例　 　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P．39
１．報告・精算時に必要な提出書類について
１．報告・精算時に必要な提出書類について
精算には、下記の書類が必要です。
	№
	報告・精算書類一覧
	作成例

	1
	精算業務チェックシート（事業実施者用）
	Ｐ．３７

	2
	別記様式第１８号（漁業者等地域活動事業精算払請求書）
	Ｐ．４9

	3
	別記様式第９号（漁業者等地域活動事業実施報告書）
	Ｐ．４7

	4
	別記様式第９号　別紙（総括表＋個表）

（漁業者等地域活動事業実施報告書（別紙））
	Ｐ．41
～44

	5
	活動経費支払明細書①（班の構成員ごとの精算明細：受領印等付き）
	Ｐ．４5

	6
	活動経費支払明細書②（班及びグループ全体精算）
	Ｐ．４6

	7
	活動経費領収書等一式
	　－

	8
	活動実績表
	Ｐ．３３＊

	９
	別記様式第２０号（確認書（指導・監視））
	Ｐ．３１＊

	10
	写真台帳
	Ｐ．３２＊

	11
	「指導・監視員」業務委託書（写し）
	Ｐ．２９＊

	12
	取組の実施状況の管理に係わる経費支払明細書
	Ｐ．４8

	13
	監視に係わる領収書等一式
	　－


＊：「輪番活動実績表」「20号（確認書）」「写真台帳」「業務委託書」は、本マニュアル【申請・取組編】のP．31～33.にて紹介しています。


２．精算書類の作成例
【チェックシート】

[image: image10.emf]ﾁｪｯｸ日



ﾁｪｯｸ者の氏名



団体名

水漁機構の管理番号

L-○○○

提 出 書 類

適(○）否（×）

再チェック

「別記様式第20号」

（確認書（指導・監視））

「別記様式第20号」の添付書類

・「指導・監視員」業務委託書（写し）

・写真台帳

精算報告業務チェックシート（漁連等事業実施者用：3枚）

　【 

資源回復・漁場生産力強化事業実施報告書

 】

平成○○年　　　月　　日　～　　日

　

印

道府県



漁業者グループ名



提 出 書 類 の チ ェ ッ ク ！！

○経費の精算に必要な様式等、提出書類の有

無のチェックを行って下さい。



□　　別記様式第20号

（確認書（指導・監視））

□

　写真台帳

□ 輪番カレンダー（実績）

□ 輪番活動実績表

□   活動経費支払明細書①

（班の構成員ごとの精算明細：受領印等付)

○

必要書類を確認、チェックしてください。

□　→　レ

□　　活動経費支払明細書②

（班及びグループ全体精算） ＋ 領収書等一式

□

　取組の実施状況の管理に係わる経費支払明細書

＋ 領収書等一式

□ 「指導・監視員」業務委託書（写し)

□ 　別記様式第９号の別紙

（ 漁業者等地域活動実施報告書（別紙）

*個表含む））

□

　別記様式第９号

（漁業者等地域活動実施報

告書）

□

　別記様式第１８号

（漁業者等地域活動事業精算払請求書）

□　

漂流・漂着ゴミ清掃報告用紙

（取組内容が清掃活動の場合のみ提出）



チェック項目 対応

①様式の書式に誤りはないか。

②漁業者グループ名が正しく記載されているか。

③現地確認立会人、責任者（チームリーダー）名が計画申請書と合致しているか。

④取組時間（4時間または8時間）が正しいか。

⑤活動取組日の数量と経費支払明細書の数量が合致しているか。

⑥活動カレンダーの輪番休漁日と現地確認日が一致しているか。

①指導・監視業務の委託期間が正しく記載されているか。

②日時、記名・押印され、他の確認書等書類の記名者と整合しているか。

①取組の成果、取組内容が把握・確認できる写真であるか。（カラー写真が望ましい。）

②グループごとの取組期間の前、中、後がわかる写真は最低1枚以上あるか。

③写真が鮮明であるか。

　・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真も可

（使用例）

適否 対応 再チェック

○

×

書類再確認

○

○

× 記載ミス ○

× 検算修正 ○

○

× 書類作成 ○

１回目のチェックで×の場合

は、必要な対応及び確認を行う

こと。


2枚目、3枚目へと続く→
[image: image11.emf]提 出 書 類

適(○）否（×）

再チェック

①輪番カレンダー（実績）の提出があり、正しく記載されているか。

・取組の実施状況の管理に

係わる経費支払明細書



・取組の実施状況の管理に係わる経費の

領収書等

提 出 書 類

適(○）否（×）

再チェック

「別記様式第９号（別紙）」

⑤取組期間が計画承認された期間内となっているか。

「別記様式第９号（別紙）の個表）」

「別記様式第９号」

漁業者等地域活動事業実施報告書

「別記様式第１８号」

（漁業者等地域活動事業

精算払請求書）

チェック項目 対応

「別記様式第9号」の添付書類

・活動実績表

・活動経費支払明細書①

・活動経費支払明細書②

・取組に係わる経費の領収書等

②公休日及び取組の実施日が活動実績表の内容と整合しているか。

③取組の実施日、人数、実施内容が確認書（別記様式第２０号)の内容と整合しているか。

④用船に係わる「燃料代」を請求する場合は、処理が「満タン法」により行われており、取組前後

の領収書が添付されているか。　領収書の記録が輪番の取組日に合わせて分かりやすく整理さ

れているか。（一覧表が望ましい）

⑤1/2助成費の対象経費は、税抜金額に対する1/2になっているか。

⑥計画申請時の過去の実績（出漁日数・燃油消費量・１日あたりの燃油消費量）が正しく記載され

ているか。（省エネタイプの場合）

⑦取組の実施人数、実施内容及び取組にかかった経費の積算が正しく記載されているか。

⑧取組にかかる経費の積算が領収書等の添付書類の合計と一致しているか。

⑨1/2助成費の対象経費は、税抜金額に対する1/2になっているか。

⑩「参加した漁業者及び漁業者以外の者」の日当、用船料の支払いに関して、受領印記録一覧ま

たは、振込み記録一覧もしくは個別の領収書(写）があるか。



⑪日当、用船料の受領者と参加漁業者の氏名が合致しているか。

⑫各領収書の宛先名、消費税、日付等が正しく記載されているか。

　・グループへの活動資材費（種苗代金等）は、グループ名宛（代表者）の領収書となる。、燃料費は、グ

ループ宛または構成員名宛の領収書である。

⑬計画申請にない経費の請求はないか。

⑭備品の購入をしていないか（例えば、プリンターなど）

⑮10万円以上の資材購入がある場合、適正に見積合わせを行っているか。

　・２社以上のグループ宛の見積書が添付されていること(計画申請時に提出）。

①監視員の賃金以外の助成金額は消費税抜きの金額になっているか。

　・消費税は漁連等負担

②「指導・監視員の日当含む」各経費の領収書が妥当なものであるか。

　・納品書、請求書は不可。

③各領収書の宛先名が妥当なものになっているか。消費税、日付等の記載はあるか。

　（監視経費の宛先名は、事業実施者（漁連・漁協）宛の領収書である。）

チェック項目 対応

①様式の書式に誤りはないか。

②漁業者グループ名と水漁機構管理番号（L-○○）が正しく記載されているか。

③取組内容、取組日数等、計画申請の内容の範囲内であり、齟齬が生じていないか。

④別記様式第９号（別紙：個表）の積み上げ合計になっているか。

①様式の書式に誤りはないか。

②計画申請時に協定書を結んだメンバー、参加者リストにあるメンバーと整合しているか。



①様式の書式に誤りはないか。承認文書番号とその日付は正しいか。

「備　考」

②漁業者グループ名と水漁機構管理番号(L-○○）が正しく記載されているか。

③実施報告の内容が、別記様式第９号（別紙）等の内容と整合しているか。

①様式の書式に誤りはないか。承認文書番号とその日付は正しいか。

②漁業者グループ名と水漁機構管理番号L-○○）が正しく記載されているか。



③交付決定額、既受領額、今回請求額、不要額に誤りはないか。


【別記様式第9号別紙（総括表、個表】

[image: image12]
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【支払明細表①】
[image: image16.emf]    ＊：班ごとに、まとめて下さい。

取組期間

グループ名

水漁機構管

理番号

L-○○

班名

人 件 費  A

(4時間：  6,200円)

(8時間：12,400円)

1 Ｇ 河口　広 62,000 21,000 1,734 83 825 84,734 83,825

2 Ｇ 浅海　あさり 62,000 42,000 5,334 254 2,540 109,334 106,540

3 Ｇ 輪番　太郎 49,600 49,600 49,600

4 Ｇ 藤原　光太郎 62,000 42,000 667 32 317 104,667 104,317

5 Ｇ 平賀　源 49,600 49,600 49,600

6 Ｇ ・・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・

7 Ｇ

8 Ｇ

9 Ｇ

10 Ｇ

11 Ｇ

12 Ｇ

13 Ｇ

14 Ｇ

15 Ｇ

16 Ｇ

17 Ｇ

18 Ｇ

19 Ｇ

20 Ｇ

21 O

22 O

23 O

24 O

25 O

26 O

27 O

28 O

29 O

30 O

285,200 105,000 7,735 369 3,682 397,935 393,882

２．班全体の取組経費(円）

○　円未満の端数は切り捨て

事業費(円）

うち助成費(円）

393,882

397,935

班 合 計

船 舶 借 料  B

燃　料　代

燃油代 C うち消費税 うち助成費 D Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝Ｅ

事業費合計 うち助成費合計

受領日又は

振込日

受領印又は

振込記録の添付

Ａ＋Ｂ＋Ｄ＝Ｆ ○○年○月○日

活動経費支払明細書①（班の構成員ごとの精算明細）

例　

＊

２００○/○/○　～　２００○/○/○



○○班

１．個人宛支払経費分(円）　

G:漁業者、Ｏ：漁業者以外の者

№

取組参加

者の区分

参 加 者 氏 名

定 額 助 成 費 １／２助成費

※取組に係わる経費（種苗購入等資材費）は、活動経費支払

明細書②に班全体のまとめを記載してください。


【支払明細表②】

[image: image17]
【別記様式第9号】
[image: image18.emf]　 住　所

　

　　 

備考

備考

 写 し

番号

平成○○年○月○日

実施時期

別記様式第９号

漁業者等地域活動事業実施報告書　(例）

　

平成○○年○月○日付け（水漁機構第○○○号）で承認のあった漁業者等地域活動事業につ

いて、下記のとおり実施したので、資源回復・漁場生産力強化事業実施要領(平成２１年４月

１日付け２０水漁第２７４９号水産庁長官通知）第３の２の（３）のアの規定に基づき報告

します。

記



特定非営利活動法人

水産業・漁村活性化推進機構

                   理事長　長屋　信博　殿

○○○,○○○

○,○○○,○○○

１．概要

　本県下において、○○人の漁業者、○○人の漁業者以外の者が１グループを組織し、輪番休漁を実施す

るとともに、漁業者等地域活動計画に基づき、海岸清掃の取組を実施した。

２．実施内容

　（１）グループ名　○○漁業者グループ（水漁機構管理番号L－○○）

　（２）漁業者等地域活動実施報告

　　　　別紙のとおり



助成金の額(円）



200○年○月○日～○月

○日

（１）の取組に係わる

指導・監視・報告等。

　　　　　　　　　

○○○,○○○

（内訳は別途取組の実施状況の管理に係

わる経費支払明細書のとおり。)

５．添付書類

４．その他

３．経費の配分実績

経費区分 事業に要した経費(円）

○○漁業協同組合連合会（○○漁業協同組合）

代表理事会（組合）長　　　　　氏名　　　印

実施にかかった経費の積算(円） 実施内容

　（３）実施状況の管理

（１）事業に要した経費の証明書類（領収書等）

（２）別記様式第２０号の確認書

○○○,○○○

○,○○○,○○○

（３）その他参考資料

①地域活動経費

②指導・監視経費

①＋②

○,○○○,○○○

○,○○○,○○○

実績数値を入れる。

取組内容の実績を入れる。


【管理に係る経費支払明細】
[image: image19.emf]監視回数

(実績）

備考

5

5

10

2

5

計

27

1

2

3

4

5

6

7

8

取組の実施状況の管理に係わる経費支払明細書　

〈留意事項〉

１．本明細書は、漁業者グループの取組期間ごとに作成します。

２．漁業者グループごとに取りまとめた本書類を、別記様式第９号に添付するとともに、助

成対象経費ごとに「漁連等事業実施者宛」の領収書等証憑書類を整理して添付して下さ

い。

3,033

334,800

3,620

2,420

0

395,542

0

398,575

2,715

4,081

2,191 109

120

0

通　信　運　搬　費

そ　の　他　経　費



180

2,285

204

135

雑　費

合　計

334,800

3,800

48,000

2,850

4,285

2,300

2,540

賃　金

消費税 助成金額

精　算　金　額

写　真　代

印　刷　費

賃　借　料

旅　費

45,715

元○△高校教員

○×会社職員

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

助成対象経費 №

　　　　　○　○○

　　　　　○　○○

　　　　　○　○○

支払経費

取組グループ

取組期間

●●漁協ガレキ撤去漁業者グループ

2011年5月1日～7月31日

・・・・・・・・・・

〈指導・監視員〉

氏 名

中嶋　為夫

小野寺　一雄

所 属 団 体 等


【別記様式第18号】
[image: image20.emf]番　　号

平成○○年○月○日

　 住　所

　 ○○漁業協同組合連合会（○○漁業協同組合）

　　 

不要額



(a)-(b+c)

備考

1,000,000

500,000

1,500,000

、

特定非営利活動法人

水産業・漁村活性化推進機構

                   理事長　長屋　信博　殿

別記様式第１８号



漁業者等地域活動事業精算払請求書　

地域活動経費

9,000,000 9,000,000 -1,000,000

交付決定額



(a)

既受領額



(b)

　

平成○○年○月○日付け（水漁機構第○○○号）で承認のあった漁業者等地域活動事業について、資

源回復・漁場生産力強化事業実施要領(平成２１年４月１日付け２０水漁第２７４９号水産庁長官通

知）第３の２の（４）のイの（オ）の規定に基づき、精算額として金－１,５００，０００円を請求し

ます。

代表理事会（組合）長　　　　氏名　　　　　　　　印

今回請求額



（

Ｃ

）

記

(単位：円）

グループ名：○○漁業者グループ　　　（水漁機構管理番号：L－○○）

項　　目

資源回復・漁場生産力強化事業

ｂ欄の既受領

額と精算額

の差額

(1,500,000円

は返金しま

す

指導監視経費

合　計

1,000,000

10,000,000

1,000,000

10,000,000

-500,000

-1,500,000

活動事業精算払請求

(

例

)

○上記は、概算払いの一部を返金する場合の記入例です。

・例えば、精算額（８，５００，０００円）が概算払い（１０，０００，０００円）を下回った例では、今回請求額

の欄はマイナス表示となり、差額を返金する旨、備考欄に記入する。

振込先（下記の４項目は、フリガナをふってください。）

金融機関名：

預金種目：

口座番号：

口座名義：


【 ﾒ ﾓ 】
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
全 体 版


（計画申請・取組編）、（報告・精算編）





＊：申請・精算時に必要な書類とその作成例を


それぞれエクセルデータで用意しています。


�








〈集録ページ〉





・計画申請・取組編・　・・・・・・・・・・・・・・ｐ３





・報告・精算編・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ３５

















生産力向上タイプ　（漁場生産力の３％以上の向上）





取 組 期 間 ：　1つのグループでつくる漁業者等地域活動計画の期間は最大３ヶ月


参 加 対 象 ：　漁業者、養殖業者又は漁業・養殖業従事者


参 加 人 数 ： 原則として５名以上（必ず複数の漁業経営体で構成）。





参 加 条 件 ：　■漁場生産力が３％以上向上することが見込まれること。＊


■同時期において他のグループに重複して所属していないこと。


■東北地方太平洋沖地震の被災地において、資源回復・漁場生産力向上


の取組（当該地震及びそれに伴う津波により発生した漁場のがれき等


の撤去）に関し、協定書を締結すること。


　　　　　　　　　　■輪番制休漁等により取組が行われること。











②地域住民参加・雇用創出タイプ（漁業者以外の者の５名以上参加）





取 組 期 間 ：　1つのグループでつくる漁業者等地域活動計画の期間は最大３ヶ月


参 加 対 象 ：　漁業者、養殖業者又は漁業・養殖業従事者及び、漁業者以外の者。


参 加 人 数 ： 原則として１０名以上(漁業者５名以上、漁業者以外の者５名以上参加。必ず複数の漁業経営体で構成)。


参 加 条 件 ：　■漁業者以外の者（中学生以下を除く）を５名以上参加させること。


■同時期において他のグループに重複して所属していないこと。


■東北地方太平洋沖地震の被災地において、資源回復・漁場生産力向上


の取組（当該地震及びそれに伴う津波により発生した漁場のがれき等


の撤去）に関し、協定書を締結すること。


　　　　　　　　　　■輪番制休漁等により取組が行われること。


■「漁業者以外の延べ人数（活動日×取組人数）」は、「漁業者の延べ人数」を超えないよう努めること。








生産力向上タイプ





「○○漁業者グループ」（代表者：○○　○○）


・総計９０人の取組。


・漁業者、養殖業者で構成。


　・漁協単位で班を構成。





A漁協　　　　　　　　　　　　B漁協　　　　　　　　　　　C＋D漁協





取組：Ａ海岸ガレキ除去　　　取組：Ｂ海岸ガレキ除去　　　取組：Ｃ海岸ガレキ除去


　　　　　　　              　　　               





責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


●●　●●





・Ｂ漁協の漁業者（漁業者＋乗組員）１０人


で構成

















2班(10人)





責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


◎◎　◎◎





・Ｃ、Ｄ漁協の漁業者（漁業者＋乗組員）３０人


で構成














3班(３0人)





責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


○○　○○





・Ａ漁協の漁業者（漁業者＋乗組員）５０人


で構成











1班(５0人)








地域住民参加・雇用創出タイプ





「△△漁業者グループ」　（代表者 ：○　○○）


・4つの班総計90人の取組


・漁業者、養殖業者＋漁業者以外の者で構成。








取組：○海岸ガレキ除去　　　取組：△海岸ガレキ除去　　取組：◎海岸ガレキ除去　　取組：●海岸ガレキ除去











２班(３0人)





１班(20人)





３班(２0人)





責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


△△





・漁業者20人


　＋


・漁業者以外の者１0人


で構成

















責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


○○





・漁業者２0人


で構成























責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


◎◎





・漁業者以外の者２０人で構成























責任者(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)


●●





・漁業者20人


で構成























４班(20人)








《具体的な取組内容》





海岸清掃（がれき等の除去）





地震・津波により、海浜や砂浜、干潟等に発生したガレキ等を撤去する取組。


ただし、港湾・漁港の清掃活動は対象になりません。








海面・海底清掃（がれき等の除去）





地震・津波により、発生した海面・海中のゴミ、海底の堆積物等を撤去する取組。





電子データ版「申請　様式データ（23年度）」を併せてご活用ください。





�　　


�





＊：書類はそれぞれシートでわかれています。





管理に係る経費のグループごとの内訳は、次頁の「別表」で報告してください。











詳細は、５－（２）「取組の実施状況の管理」に係わる経費を参照してください。Ｐ．２８








生産力向上タイプ





地域住民参加・雇用創出タイプ





生産力向上タイプ





資源回復・漁場生産力強化の取組に関する協定書





資源回復・漁場生産力強化事業を実施するに当たり、漁業者、養殖業者及び漁業・養殖業従事者で構成する○○漁業者グループ（以下、漁業者グループという。）は、漁業者グループが資源回復や漁場生産力の向上に寄与する取組として、以下のとおり相互に協定を締結する。





１．計画・実行要件等


（１）漁場生産力の３％以上の向上を達成させるため、取組期間内において輪番制休漁日又は一斉休漁日を設定する。


（２）取組日は漁協等が定めた公休日以外の日に設定する。


（３）本漁業者グループは、東北地方太平洋沖地震の被災地において、漁業者等地域活動計画に基づく資源回復・漁場生産力向上の取組として、当該地震及びそれに伴う津波により発生した漁場のがれき等の撤去を実行する。


（４）漁業者グループが漁場生産力向上等の取組を実行する場合は、予め漁連等の事業実施者に指導・監視員に派遣、立会いを依頼する。





２．協定の変更、廃止の手続き


本協定の変更又は廃止については、当該漁業者グループの５分の４以上の同意によって決する。





本協定の締結に伴い、当該漁業者グループの構成員（別紙名簿）全員に本協定書の協定内容を周知確認させる。





平成○○年○月○日


○○漁業者グループ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　輪番　太郎　　　印





代表者


割印














地域住民参加・雇用創出タイプ





資源回復・漁場生産力強化の取組に関する協定書＊





資源回復・漁場生産力強化事業を実施するに当たり、漁業者、養殖業者及び漁業・養殖業従事者で構成する○○漁業者グループ（以下、漁業者グループという。）は、漁業者グループが資源回復や漁場生産力の向上に寄与する取組として、以下のとおり相互に協定を締結する。





１．計画・実行要件等


（１）漁業者以外の者（中学生以下を除く）を５人以上参加させて、取組期間内において輪番制休漁日又は一斉休漁日を設定する。


（２）活動日は漁協等が定めた公休日以外の日に設定する。


（３）漁業者グループのうち、輪番休漁日又は一斉休漁日に当たる漁業者・養殖業者及び漁業・養殖業従事者は、漁業者等地域活動計画に基づく、東北地方太平洋沖地震の被災地において、資源回復・漁場生産力向上の取組として、当該地震及びそれに伴う津波により発生した漁場のがれき等の撤去を実行する。


（４）漁業者グループが漁場生産力向上等の取組を実行する場合は、予め漁連等の事業実施者に指導・監視員に派遣、立会いを依頼する。


（５）輪番休漁中の漁業者及び漁業従事者は、取組によって副次的に得られた水産物等を販売するなどの行為を行わない。


（６）漁業者以外の延べ人数（活動日×取組人数）は、「漁業者の延べ人数」を超えないこと。





２．協定の変更、廃止の手続き


　本協定の変更又は廃止については、当該漁業者グループの５分の４以上の同意によって決する。





本協定の締結に伴い、当該漁業者グループの構成員（別紙1名簿）全員に本協定書の協定内容を周知確認させる。





漁業者以外の者については、別紙２に参加者リストを添付する。








平成○○年○月○日


○○漁業者グループ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　輪番　次郎　　　印





代表者


割印














漁場生産力向上の取組に関する協定書は、参加する漁業者全員により締結する文書です。


漁業者以外の人は、協定を結ぶ必要はありません。ただし、参加する「漁業者以外の人」を記載した「参加者リスト」を別途、作成する必要があります。（次頁参照）








「漁業者以外の者」とは、中学生以下を除く漁業者の家族（乗組員を除く）や、漁業関係者等の近隣住民が想定されます。





「漁業者以外の者」をメンバーに参加させる場合、本事業の主体は、漁業・養殖業を生業とする漁業者であることを念頭にして、当該グループのメンバー方々、その責任者、代表者の方とよく協議し、漁場生産力の向上の取組に寄与でき、取組が円滑にできるように参加者の選定に留意する必要があります。


























＊：証明として、構成員が所属する漁協の組合長又は同等の立場の方が署名。




















生産力向上タイプ


（漁業者のみ）





取組回数と、取組内容がわかるように記載します。





一斉休漁


Ａ～Ｂ班が同日に活動する方法です





取組日ごとの「Ｇ：漁業者」の参加人数を入れます





各班で参加する合計人数を入れます。








地域住民参加・雇用創出タイプ


（漁業者と漁業者以外の者）





取組回数と、取組内容がわかるように記載します。





各班の参加合計人数を入れます。





取組日ごとの参加人数を入れます。


「Ｇ：漁業者」


「Ｏ：漁業者以外の者」





各班で参加する合計人数を入れます。











≪現地確認事項≫





【取組の指導・確認事項】


地震・火災・海況及び突発事象等の関係情報の収集整理を行うとともに、漁業者等グループの代表者又は責任者と取組の実施、変更又は中止等の判断、指示を行う。＊


＊：特に余震・津波に常に注意を払い、取組参加者に伝達し、安全確保に努める


取組参加者の集合・解散の確認。（時刻含む。）


原則として、全取組の参加者の出欠・用船状況を確認し、記録する。


取組責任者との取組内容に係わる事前の打ち合せ。


取組に必要な資機材の管理。


必要経費の管理。


「地域活動計画」に基づいた活動を実際に行っているかの確認。


（疑義が生じた場合、改善指導する。場合によっては漁連等と協議する。）


取組内容に疑義等があった場合の指導（未終了のまま離脱。逸脱行為、目的外行為等）


その他取組状況の管理に必要な事項。


　　


【取組状況の記録】


１回の取組につき、取組の【実施前・実施中・実施後】の写真を各1枚撮影すること。


輪番の取組状況や成果が明瞭にわかるように写し込むこと。


「確認書」と「写真台帳」＊を作成すること。　＊：Ｐ．３１、３２の作成例を参照してください。


「活動実績表」＊を作成すること。＊：Ｐ．３３の作成例を参照してください。


取組の記録の整理・報告を行うこと。





　　【参加者の健康状態　及び　安全管理】


参加者の健康状態


病者等脱落者の保護


取組によって撤去するがれきの中に、危険物・有害物（化学製品、薬品、医療器具、ガスボンベ等）をみつけた場合、自治体や専門機関等の指示のもとに、適切な処理を行う。＊





　【その他】


その他、漁連等の指示した事項。











〈留意事項〉


安全な取組を実施するため、特に漁業者以外の者について、可能であれば、傷害保険に加入することが望ましい。その場合は、この掛金は別表２の「活動経費の雑費」で処理して下さい。詳細はＰ．１４を参照。（１／２補助）





＊：農林水産省及び国土交通省による「海岸漂着危険物対応ガイドライン」及び「海岸漂着危険物ハンドブック」をあわせて参照してください。


掲載ホームページURL；


http://www.maff.go.jp/j/press/nousin/bousai/090701_1.html








管理に係る経費の領収書宛先は漁連 等（事業実施者）宛※です。


また、領収書には【宛名・日付・但し書き】の記入を徹底してください。





※取組に係る経費（資材費等）の領収書と混同しないよう注意してください。


●取組に係る経費の領収書→グループ宛て（例：○○漁業者グループ）


●管理に係る経費の領収書→漁連（事業実施者）宛て（例：○○漁業協同組合連合会）




















注）「指導・監視員雇用賃金」の支給対象は本書乙の者であり、原則として漁連等の職員は本委託対象者とはなりません。


従って、甲が指導・監視を行った場合、本業務委託書は必要ありません。





現地確認立会人は、原則として当該班の責任者とする。


責任者が、疾病等により不参加した場合、３のその他に代理者の氏名と不参加理由を記載して下さい。





原則として、取組を実施する単位（班）ごとに作成する。








・２の表の「適否」は、「確認する事項」ごとに実施状況を確認の上、丸をつける。


・備考に判定事項を具体的に記入する。（参加人数（漁業者、漁業者以外の内訳）。欠席人数。取組内容。取り組んだ時間）





・確認書には、取組【実施中】の写真を１枚貼り付ける。


・取組【実施前・実施後】の写真は、別途「写真台帳」で整理する。次頁参照。





作成した「確認書」は精算・報告時に写しを提出してください。





グループ名、班名、水漁機構管理番号を記入してください。











日時、取組場所、特記事項等を記入してください。








【取組後】の写真は、撤去したガレキの写真や清掃後の海岸を撮るようにつとめてください。





【取組前・取組後】の写真を各1枚貼り付けてください。


※【取組中】（前頁）の写真は、確認書に貼り付け。








作成した「写真台帳」は精算・報告時に写しを提出してください。





出席の場合、取組時間が【8時間】か【4時間】によって、どちらかに○を付ける。


用船した場合は、該当日の船に○を付ける。








原則として、取組を実施する単位（班）ごとに作成する。


手書き可。





電子データ版「精算　様式データ（23年度）」を併せてご活用ください。





�


�





＊：書類はそれぞれシートでわかれています。





・精算書類提出時の確認に、チェックシートをご活用ください。





・チェック項目の詳細は、電子データ版にてご確認ください。





生産力向上タイプ





地域住民参加・雇用創出タイプ








1

